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ソリューション概説

現在、電気通信事業者は、コストを削減し、大切な顧客を逃がさないようにしなが
ら、インターネット・プロトコル (IP) ベースの新しいサービスを展開するという課
題に取り組んでいます。IBM(R) WebSphere(R) Business Integration Collaborations for

Telecommunications では、そうした企業のニーズに応えるため、手動プロセスと自
動プロセスを統合し、新たな高収益サービスを迅速かつ効率的に提供できるように
します。WebSphere Business Integration Collaborations for Telecommunications で
は、これらのプロセスを合理化し、リエンジニアリングを可能にすることで、運用
コストの大幅な削減と利益率の大幅な向上を実現します。

業界の傾向と課題
この 20 年の間、電気通信業界は、前例のない変革を経験しました。現在の電気通
信事業者は、規制緩和による厳しい競争に対処することや、変化する顧客ニーズに
対応したネットワークを新たに構築することなど、実に多くの課題に直面していま
す。販売代理店や CLEC などの新生企業の競争が激化するにつれ、短距離/長距離
通信サービスなどの従来の高収益サービスは、もはや必需品となりました。その結
果、電気通信事業者は、利益と ARPU（顧客一人当たりの月平均利用料）が減少
し、解約率も高いという状況になっています。

IP ネットワークの登場、およびインターネットが世界中に普及したことにより、電
気通信事業者は、顧客に新しいサービスを提供するために必要なインフラストラク
チャーの整備に焦点を移しました。

しかし、新規サービスの導入によって利益を得たり、さらなる収益を生み出すため
には、次のような大きな障害をいくつか乗り越えなければなりません。

v 新しい高収益サービスを迅速に提供することが困難

v 運用効率の不足

v 新しい顧客を獲得するのに高いコストがかかる

v ビジネス・パートナーおよびコンテンツ提供者と統合された運用が不十分

v サービスの差別化が困難

v 複数の異種システムが存在するため、音声、データ、およびビデオを統合した付
加価値データを顧客に提供することが困難

v サービスの品質が低いため、解約率が高い

上記の障害は、電気通信事業者内の各種の部門とプロセスを統合することによって
克服することができます。そのため、電気通信事業者は、異種システム間を接続
し、顧客の視点でサービスを参照することが可能なインフラストラクチャーの組み
込みに専念しています。また、運用効率の大幅な向上にも取り組んでいます。
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主要なビジネス・プロセス
電気通信業界の多くの企業で必要とされる主要なエンドツーエンド・ビジネス・プ
ロセスは同じものです。これらのビジネス・プロセスは、 TeleManagement Forum

(TM Forum) で定義された enhanced Telecom Operation Map (eTOM) に記述されて
います。 これらの企業が主要な目標を達成するには、個々の企業と電気通信業界が
全体としてこれらのプロセスを合理化し、システムを連携できるようにして、効率
性と柔軟性を確保する必要があります。電気通信業界の主要なエンドツーエンド・
ビジネス・プロセスは、次のカテゴリーに分類できます。

v 戦略および確定

v インフラストラクチャーのライフ・サイクル管理

v 製品のライフ・サイクル管理

v 運用サポートおよび運用の容易性

v フルフィルメント

v 保証

v 請求

ビジネス・インテグレーションの課題
ビジネス・インテグレーションで難しいことは、企業の参加者をすべて自動的にリ
ンクするソリューションを構築し、エンドツーエンドのサービスを提供することで
す。このコンテキストでは、参加者は、アプリケーション、ビジネス情報単位、ユ
ーザー、ビジネス・パートナー、またはビジネス・サプライヤーを指しています。
アプリケーションとは、必要なビジネス機能を提供するソフトウェア・プログラミ
ングの一部を意味します。情報とは、商取引が記録されたデータを意味します。ユ
ーザーとは、企業からのサービスを要求する顧客、または顧客にサービスを提供す
る企業の従業員を意味します。パートナーおよびサプライヤーとは、企業を相手に
ビジネスを行うエンティティーを意味します。

こうしたビジネス・インテグレーションの課題に対処するには、次のことを達成す
る体系的なビジネス・プロセス・モデルが必要となります。

v 社内通信、およびサプライヤー/パートナーとの通信を容易に行う

v 顧客の要求を企業が処理する方法を記録する

v プロセス・アクティビティーとそれをサポートする機能インターフェースを識別
する

v 制御点および重要なパフォーマンス・メトリックスを識別する

v サービスの生産性と品質を向上する

v 新しいプロセス自動化を導入する
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通信統合の要件
電気通信事業者は、より高い効率性の実現とコスト削減のために、ビジネス・サポ
ート・システム（BSS) と運用サポート・システム (OSS) をリンクする、クラス最
高のソリューションを必要としています。重要な運用を中断せずに新しいサービス
を迅速に導入できるような業界の統合ソリューションがあれば、サービスを市場に
投入して成功する確率が非常に高くなります。サービスを迅速に提供すること、パ
ートナーおよびコンテンツ提供者と運用を統合すること、および顧客の視点で各種
サービスを参照できるようにすることは、ビジネス・インテグレーションにおいて
優先度の高い項目となります。データを共用して顧客側の使いやすさを向上させる
ことは、 Telco 環境でビジネス・インテグレーションを行う際の重要な目標です
(これには、顧客注文の処理、カスタマー・ケア、および請求アプリケーションの緊
密な統合が必要となります)。また、電気通信事業者は、オファリングを差別化し、
価格構造を階層化するために、サービス品質をモニターおよび評価する能力を身に
つける必要もあります。
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ソリューションの説明と利点
WebSphere Business Integration Collaborations for Telecommunications を使用する
と、電気通信事業者は、ビジネス・サポート・システムと運用サポート・システム
を統合し、ディジタル加入者線、ワイヤレス、およびその他の IP サービスなどの
新しいサービスを迅速に提供できます。サービス提供者は、付加価値データをリア
ルタイムで顧客に提供し、さらなる利益を追求することも可能です。プレビルドの
コラボレーションの使用により、オファリングでエンドツーエンド・ソリューショ
ンのビジネス・プロセス・ステップを効率的に自動化できます (サービスの購読/加
入、構成、起動など)。オファリングに含まれるアダプターを使用すると、クラス最
高のソリューションとレガシー・システムを統合し、加入済みのすべてのサービス
を顧客の視点で参照できます。
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テクノロジーの概要

WebSphere Business Integration Collaborations for Telecommunications は、ビジネ
ス・サポート・システムとバックエンドの運用サポート・システムをシームレスに
結合するスケーラブルなフレームワークを提供します。

WebSphere Business Integration Collaborations for Telecommunications は、情報の結
合と統合 (ICI) だけではなく、ビジネス・プロセスの統合、(あるいはビジネス・プ
ロセス管理 (BPM)) も提供します。 Choreography Manager は、サービスの提供に
必要なマクロ・フローまたは順次処理手順を調整し、長期実行トランザクションま
たは人的介入が必要なトランザクションのサポートも提供します。 Collaboration

Manager は、アプリケーション・レベルで情報を管理します。

本ソリューションで提供されるプレビルドのコラボレーションを使用すると、ビジ
ネス・プロセスの流れを円滑にすることができます。また、共通のビジネス・オブ
ジェクト・モデルを使用するすべての関連アプリケーション/システムのデータを同
期化することもできます。共通のビジネス・オブジェクト・モデルを使用すると、
アプリケーションを大幅に変更しなくても、アプリケーション間の通信が可能にな
るという利点があります。アプリケーションからの情報は、Collaboration Manager

を通じて転送されます。 Collaboration Manager は、アプリケーション固有のビジネ
ス・オブジェクトを汎用的なビジネス・オブジェクトに変換し、それによって他の
アプリケーションと通信します。

電気通信業界に関連する主要な ISV アプリケーションへのコネクターの中には、ビ
ジネス・サポート・システム・アプリケーションと運用サポート・システム・アプ
リケーションを統合するために使用できるものもあります。

WebSphere Business Integration フレームワーク
WebSphere Business Integration フレームワークは、人、コンテンツ、およびプロセ
スという 3 つの柱をベースにして構築されます。ここで、人は、ビジネス・プロセ
スの中でサービス要求者 (顧客など) またはサービス提供者 (企業の従業員など) と
しての役割を担うユーザーを意味します。コンテンツは、ビジネス・サービスを提
供する一連のビジネス・エンティティーを意味します。プロセスは、ビジネス運用
の実行順序を管理する、ビジネス運用のコレオグラフィーから構成されています。

ビジネス・インテグレーションには、各種の方法があります。 WebSphere Business

Integration ソリューションでは、ビジネス・プロセスを統合するという方法を使用
します。これを行うには、定義済みのビジネス・プロセスをサポートするビジネ
ス・サービス提供者として、エンタープライズ・アプリケーションを統合します。
エンタープライズ・システムのソリューション・モデルは、統合された要素によっ
て構成されます。

WebSphere Business Integration は、ビジネス・プロセス制御を抽象化し、アプリケ
ーション自体から独立させることにより、アプリケーションをより簡単かつ柔軟に
統合します。ビジネス・プロセス制御によってアプリケーションが呼び出される
と、アプリケーションは、その公開されたインターフェースで定義されたサービス
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を提供します。制御およびビジネス・フローのロジックはアプリケーションから独
立しており、開始条件と終了条件はビジネス・プロセス・モデルの中に移動されま
す。ビジネス・プロセス・モデルで定義されたプログラム・アクティビティーを実
行するため、アプリケーションはモジュールに分割され、それらのモジュールは適
切な時点でビジネス・プロセス・マネージャーによって起動されます。この方法で
は、プロセス運用に関するビジネス・ロジックの情報をアプリケーションが個々に
持つ必要はなく、ビジネスの発展とともにビジネス・ロジックを自由に変更できる
という利点があります。

ビジネス・プロセスでは、企業内の顧客トランザクションの作業を編成するために
使用する順序が定義されます。ビジネスの中心的なアクティビティーを編成するこ
の方法は、ビジネス・プロセス管理 (BPM) と呼ばれます。ビジネス・プロセス間の
順序は、ビジネス・プロセス・コレオグラフィーと呼ばれます。ビジネス・プロセ
スを一度明確に定義すると、企業は、適宜それらのプロセスをモニターおよび改善
できます。これにより、従業員は高度な管理を行うことができ、各従業員がビジネ
ス・プロセスに影響を与えたり、ビジネス・プロセスを変更したりできるようにな
ります。

eTOM ビジネス・プロセス・フレームワーク
IBM WebSphere Business Integration Collaborations for Telecommunications は、一連
のビジネス・プロセス・モデルを新たに再定義するのではなく、オープン・スタン
ダードに準拠しています。WebSphere Business Integration Collaborations for

Telecommunications のビジネス・プロセスは、 TeleManagement Forum (TM Forum)

で定義された enhanced Telecommunications Operations Map (eTOM) ビジネス・プロ
セス・フレームワークに従って構築されます。

eTOM ビジネス・プロセス・フレームワークは、プロセスの方向の青写真として、
また、ビジネス・サポート・システムおよび運用サポート・システム (BSS/OSS) を
開発および統合するための開始点として機能します。 eTOM では、電気通信のエン
タープライズ・レベルのプロセスおよびサブプロセスを、トップダウン、顧客中
心、およびエンドツーエンドの方式で説明します。 eTOM は、電気通信サービス提
供者が他のサービス提供者とともにプロセス・リエンジニアリング要件、協力関
係、協力会社、および一般的な作業取り決めを検討するときの中立的な参照点とな
ります。 eTOM フレームワークによって、各ソフトウェア・コンポーネントの潜在
的な境界、および各サービス提供者の製品でサポートする必要がある必須機能、入
力、および出力も明らかになります。

eTOM フレームワークとそれに関連するビジネス・プロセス・モデルでは、プロセ
スおよびそれらの相互接続点を記述します。これにより、情報通信サービスおよび
テクノロジー管理に固有のビジネス・プロセスに対する、エンドツーエンドの運用
プロセス・フローが構成されます。
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WebSphere Business Integration Collaborations for
Telecommunications ソリューション・モデル

次の図は、WebSphere Business Integration Collaborations for Telecommunications ソ
リューション・モデルをハイレベルで示したものです。このモデルは、3 つの層に
分割されます。

v プロセス・コレオグラフィー層

v アプリケーション/情報の統合層

v アプリケーション層

プロセス・コレオグラフィー層とアプリケーション/情報の統合層は、さらにビジネ
ス・インテグレーション層に分類されます。ビジネス・インテグレーション層は、
WBI ソリューション・アーキテクチャーの中核を成します。
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プロセスは、特定の結果を生成するために実行される一連のアクションです。プロ
セスは、複数のレベルで考えることができます。ハイエンドで考えると、ビジネ
ス・プロセスは、ビジネスの実行方法を定義する戦略プロセスとなります。ローエ
ンドでは、ビジネス・ロジックでラップされた単一トランザクションを含むことの
できる運用プロセスが存在します。ハイエンドとローエンドの間には、コラボレー
ション・プロセスと呼ばれる各種のレベルのプロセスがあります。コラボレーショ
ン・プロセスは、運用モデルと戦略モデルの間に位置します。

上の図で示すように、プロセス・コレオグラフィー層は、一連のビジネス・プロセ
ス・モデルから構成されています。ビジネス・プロセス・モデルは、ビジネス・プ
ロセスを表します。

図内のアプリケーション/情報の統合層は、一連のコラボレーション・モデルから構
成されています。各コラボレーション・モデルは、アプリケーションのビジネス機
能または情報の統合プロセスを定義します。

最後に、アプリケーション層は、ビジネス・プロセスで必要なビジネス・サービス
(または運用プロセス) を提供するアプリケーションから構成されています。

次の図は、WebSphere Business Integration Collaborations for Telecommunications

Business Integration ソリューション・モデル全体を構成するサブモデルの仕様、お
よび各サブモデルのグループを含む成果物を示しています。
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次の節では、ソリューション・モデルの各要素について詳しく説明します。

ビジネス・プロセス・モデル
体系的なビジネス・プロセス・モデルを使用すると、ビジネス・プロセス自体を容
易に評価および改善できます。ビジネス・プロセス・モデリング手法を採用する
と、効率が向上するとともに、組織内の壁や共同の社内組織プロジェクト間の壁が
取り除かれます。

WebSphere Business Integration Collaborations for Telecommunications は、一連のビ
ジネス・プロセス・モデルを新たに再定義するのではなく、オープン・スタンダー
ドに準拠しています。WebSphere Business Integration Collaborations for

Telecommunications のビジネス・プロセスは、 TeleManagement Forum (TMForum)

で定義された eTOM ビジネス・プロセス・フレームワークに従って構築されます。
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エンドツーエンド・ビジネス・プロセスは、プロセス・エレメントと呼ばれる多く
のビジネス・プロセスに分割できます。プロセス・エレメントは、フルフィルメン
ト、保証、または請求などのエンドツーエンド・ビジネス・プロセスを組み立てる
ために使用可能な構成要素です。WebSphere Business Integration Collaborations for

Telecommunications ソリューションでは、ビジネス・プロセス管理ソリューション
を統合する際の柔軟性とスピードを最大限に高めるために、そのような構成要素を
提供しています。これらの構成要素は、ビジネス・プロセス・モデルです。

ビジネス・プロセスは、ビジネス・アクティビティーのコレオグラフィーから構成
されています。コレオグラフィーでは、次の情報が指定されます。

v ビジネス・アクティビティー間の処理順序

v 必要なサービスを各アクティビティーに提供する参加者の責任

v アクティビティーへの入力として必要な情報

ビジネス・プロセスでは、ビジネス・プロセスの実行方法が管理およびモニターさ
れます。また、ビジネス・プロセスは、プロセス内のすべての参加者のサポートを
必要とします。ただし、ビジネス・プロセスでは、個々のアクティビティーの実行
方法については指定されません。

ビジネス・アクティビティーは、手動アクティビティー、または自動アクティビテ
ィーに分類できます。手動アクティビティーは、ユーザー対話を意味します。手動
アクティビティーの例としては、顧客のクレジット検査を行う顧客サービス担当者
(CSR) の作業項目などがあります。自動アクティビティーには、アプリケーション
が実行するビジネス運用が含まれます (CRM アプリケーションへの新しい顧客情報
の送信など)。

自動アクティビティーでは、ビジネス・プロセスに参加している 1 つまたは複数の
アプリケーションのサポートが必要です。通常これは、アプリケーションまたはア
プリケーション・コンポーネントに対して、ビジネス機能の要求を 1 つまたは複数
送信することで達成できます。ビジネス機能とは、明確に定義された特定の入力お
よび出力を持つアプリケーションによる運用の単位です。機能は、単一の目的で専
用される傾向があります。分類およびインプリメンテーションの目的で使用する場
合は、関連機能または補足機能を持つビジネス機能が機能グループにグループ化さ
れます。

eTOM フレームワークは、各プロセス・エレメント内部のビジネス・アクティビテ
ィーのみを定義します。 eTOM フレームワークでは、プロセス・エレメントのコレ
オグラフィーは提案されません。ただし、WebSphere Business Integration

Collaborations for Telecommunications の各ビジネス・プロセス・モデルには、提案
されたコレオグラフィーが含まれています。ビジネス・プロセスのコレオグラフィ
ーは、時間とともに変化し、また組織ごとに異なる可能性があるものと想定されて
います。したがって、提案されたコレオグラフィーでは、標準のコレオグラフィー
の定義が試みられることはありません。コレオグラフィーは、インプリメンテーシ
ョンを容易に行うための参照またはテンプレートとして提供されます。WebSphere

Business Integration Collaborations for Telecommunications のビジネス・プロセス定
義ツールでは、コレオグラフィーを柔軟に変更することができます。
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ユース・ケース・モデル
ユース・ケース・モデルは、ビジネス・プロセス・モデルの詳細を記述します。ビ
ジネス・プロセスの各種の要件を記述するのは、ビジネス・プロセスの仕様です。
WebSphere Business Integration Collaborations for Telecommunications の場合、ユー
ス・ケースは、ビジネス・プロセスに含まれるビジネス・アクティビティーについ
ての定義済みの相互関係も示します。

ビジネス・サービス
ビジネス・サービスは、ビジネス・プロセスがアクセス可能なインターフェースの
モデルを提供します。これらのインターフェースは、ビジネス・サービスのインプ
リメンテーションの詳細を隠します。

自動化されたビジネス・プロセス・アクティビティーは、ビジネス・サービスを獲
得するために、ビジネス機能を呼び出します。通常、ビジネス・プロセス・アクテ
ィビティーによって呼び出されるビジネス機能は、集合機能です。集合機能は、ア
プリケーションが提供する機能にさらに分割できます。WebSphere Business

Integration Collaborations for Telecommunications では、アプリケーション・レベル
の機能を集合させるためにコラボレーションを使用します。

上記の集合機能は、ビジネス・プロセス・アクティビティーと 1 対 1 の関係を持
ちます。各集合機能は、基盤となるアプリケーションによって実行可能なハイレベ
ルのビジネス・サービスを表します。したがって、ビジネス・サービスは、実行可
能なビジネス・プロセス・アクティビティーを決定するための非常に便利な参照モ
デルとなります。集合ビジネス機能も、単純なビジネス機能と同様、機能インター
フェースとして定義されます。機能インターフェースは、インターフェースの入力/

出力条件、および提供するサービスを定義します。

WebSphere Business Integration Collaborations for Telecommunications では、集合機
能インターフェースをビジネス・サービスにグループ化しています。そのため、新
しいビジネス・プロセスをモデリングする際の参照として、ビジネス・サービスを
使用することができます。つまり、ビジネス・サービスは、自動化されたビジネ
ス・アクティビティーの再使用可能モデルとして扱うことができます。ビジネス・
サービスを使用すると、ビジネス・プロセス・アクティビティーとビジネス機能を
リンクできるため、コラボレーション・モデルを定義する際の適切な参照となりま
す。

WebSphere Business Integration Collaborations for Telecommunications が提供するビ
ジネス・サービスの詳細については、「ソリューション・インプリメンテーショ
ン・ガイド」のビジネス・サービスの節を参照してください。

ビジネス・オブジェクト・モデル
ビジネス・オブジェクトは、ビジネスに関係がある情報やデータの一部として定義
されます。また、複数の商取引にわたって保管および使用する必要がある情報やデ
ータの一部として定義されます。これらのオブジェクトの中には、単一のアプリケ
ーションにしか関係のないものがあります。その場合、ビジネス・オブジェクト
は、そのアプリケーションの専用のデータ・ストアで保管できます。
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ビジネス・プロセスの実行中、ビジネス・オブジェクトは、アプリケーション間ま
たはユーザー間を移動できます。一方、複数のアプリケーションは、同じビジネ
ス・オブジェクトを別の目的で使用できます。これらの方法のいずれかで共用され
ているビジネス・オブジェクトは、共用ビジネス・オブジェクトと見なす必要があ
ります。

WebSphere Business Integration Collaborations for Telecommunications の場合、この
ビジネス情報は、ビジネス・オブジェクト・モデルによって、個々のアプリケーシ
ョン間で共用されます。ビジネス・オブジェクト・モデルは、現在のリリースのす
べてのビジネス・オブジェクトを代表するものです。ビジネス・オブジェクト・モ
デル内の各ビジネス・オブジェクトは、電気通信分野内で必要なビジネス情報の項
目を表します。ビジネス・オブジェクトは、アプリケーション固有の属性にマップ
可能な、明確に定義された属性を持っています。

コラボレーション
ビジネス・アクティビティーは、集合ビジネス機能によってサポートされます。集
合ビジネス機能は、アプリケーションが実行する 1 つまたは複数の細分機能によっ
てサポートされるターンアラウンドです。コラボレーション・モデルは、細分機能
を呼び出すという集合プロセスをモデリングします。コラボレーション・モデル
は、異種アプリケーション内の共用データの同期化も行います。

機能グループは、関連のある補足的なビジネス機能の集合です。再使用を実現する
ため、一般にコラボレーションは、単一のビジネス機能ではなく、機能グループを
モデリングします。

コラボレーション・モデルは、2 つの役割を果たします。 1 つは、ビジネス・プロ
セス・アクティビティーのサービス提供者としての役割、もう 1 つは、ビジネス・
プロセスによって提供されたサービスを使用するサービス消費者としての役割で
す。

WebSphere Business Integration Collaborations for Telecommunications の場合、コラ
ボレーションがサービス提供者のときは、そのインプリメンテーションはビジネ
ス・サービスでモデリングされたインターフェースに従います。

アプリケーション
WebSphere Business Integration Collaborations for Telecommunications では、特定の
ビジネス・プロセスをサポートするため、統合可能なソリューションのリソースと
してアプリケーションを扱います。統合を容易かつ柔軟に行うため、ビジネス・プ
ロセス・フローは、アプリケーション自体から独立しています。この方法では、プ
ロセス運用に関連するビジネス・ロジックの情報を、個々のアプリケーションが持
つ必要はありません。

アプリケーションによっては、ビジネス・プロセスをアプリケーション内部に組み
込んでいるものがあります。このビジネス・プロセスは、アプリケーションから分
離することはできません。これが該当する場合は、このアプリケーションを使用し
て中央制御を行わないようにします。または、組み込みビジネス・プロセスが
WebSphere Business Integration Collaborations for Telecommunications で提供される
ビジネス・プロセスと等しい場合は、エンドツーエンド・プロセスから直接呼び出
される外部のビジネス・プロセスとして、この組み込みビジネス・プロセスを扱う
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ようにします。組み込みプロセスが、より大きな WebSphere Business Integration

Collaborations for Telecommunications ビジネス・プロセスの一部に過ぎないとき
は、そのビジネス・プロセスを変更し、WebSphere Business Integration

Collaborations for Telecommunications ビジネス・プロセスの内部に、その組み込み
ビジネス・プロセスを組み込むこともできます。

コラボレーション
WebSphere Business Integration Collaborations for Telecommunications にはビジネ
ス・プロセスを表すコラボレーションが含まれており、アプリケーション/情報の統
合レベルで、 1 つ以上のコラボレーション・テンプレートが含まれています。これ
らのコラボレーション間の相互作用を次の図に示します。

IBM WebSphere Business Integration Collaboration for Product
Development and Retirement

このコラボレーションは、電気通信業界のサービスの作成または撤回を管理しま
す。サービスの追加と削除は、このコラボレーションを使用して容易に管理できま
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す。したがって、新しいサービスを迅速に導入することが可能となっています。こ
のコラボレーションで製品カタログに新しい製品を追加すると、製品情報が検査さ
れ、販売が可能となります。

IBM WebSphere Business Integration Collaboration for Customer Order
Handling

このコラボレーションは、顧客情報と注文情報を管理し、電気通信業界の注文処理
アクティビティーの効率を高めます。注文の処理、および要求されたサービスの認
証と設定には、管理情報が使用されます。これにより、それらのプロセスの実行に
必要な時間と労力が最小限に抑えられます。このコラボレーションでは、カスタマ
ー・リレーションシップ・マネージメントや請求などの各種のアプリケーションに
わたって、顧客の記録を同期化できます。このコラボレーションは、指定された地
域の要求されたサービスを検証します。顧客サービス担当者は、その後で、注文管
理システムに注文を入力できます。次に、このコラボレーションは、フロント・オ
フィス、バック・オフィス、およびパートナー・システム間で顧客情報を同期化
し、サービス構成システムを呼び出します。注文したサービスが提供、構成、およ
び更新されると、このコラボレーションは顧客の請求記録を更新します。

IBM WebSphere Business Integration Collaboration for Customer Service
Configuration and Activation

このコラボレーションは、電気通信業界のサービスを活動化するための構成情報を
管理します。このコラボレーションでは、DSL や無線など各種のサービスの設定と
活動化、およびサービス提供のテストが可能です。設定と活動化が完了すると、注
文を処理できます。

IBM WebSphere Business Integration Collaboration for Resource
Provisioning and Allocation

このコラボレーションは、フィールド・ワークの作業順序の設定、および電気通信
業界のサービスと装置のインストールを管理します。このコラボレーションを使用
すると、電気通信事業者は、サービス注文を処理してフィールド・ワークを設定す
る間の遅延時間を削減できます。装置を配送してインストールすると、構成の詳細
な記録がサービス注文アプリケーションと同期化されます。これにより、フィール
ド技術者は作業の完了を記録できます。

IBM WebSphere Business Integration Collaboration for Customer Billing
Management

このコラボレーションは、電気通信業界の顧客の請求アカウントを管理します。請
求に関する問題が発生すると、このコラボレーションにより、電気通信事業者は問
題が解決するまで、当該の請求アカウントを管理できます。サービスを活動化する
と、このコラボレーションにより、通信会社は請求アカウントの請求サイクルを活
動化できます。

IBM WebSphere Business Integration Collaboration for Customer Problem
Handling

このコラボレーションは、電気通信業界の注文、サービス、および請求に関する問
題など、顧客によって報告された問題をすべて管理します。このコラボレーション
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を使用すると、組織は、顧客の問題を解決する際の解決策または進捗を追跡できま
す。このコラボレーションは、顧客の問題報告を問題管理システムに転送し、サー
ビスのタイプと困難度に基づいて問題を適切に処理します。

IBM WebSphere Business Integration Collaboration for Fault Resolution

このコラボレーションは、リソースおよびサービスに関する問題の検出および解
決、既知の問題に関する顧客からの問題報告書の相互関係、および問題が解決した
際の顧客への通知を管理します。

IBM WebSphere Business Integration Collaboration for Service Usage

このコラボレーションは、オンライン・サービス (オンライン・ビデオなど) に対す
るエンド・ユーザー要求を管理し、要求されたサービスを提供します。このコラボ
レーションは、クレジット認証システム (サービスを受ける資格をユーザーが有し
ているかどうかを検査する)、 QoS プロビジョニング・システム (サービスを提供
する)、および使用量管理システム (ユーザーの勘定に使用量データを記録する) と
連携して動作します。

ビジネスの例
次の例は、WebSphere Business Integration Collaborations for Telecommunications

が、どのようにして迅速に新しいサービス提供を可能にするかについての説明で
す。

顧客サービス担当者、コール・センター、または Web ポータルを介して、クライ
アントが注文を送信します。 IBM WebSphere Business Integration Collaboration for

Customer Order Handling は、要求を管理し、要求を適宜、自動サービス提供か、顧
客の構内でサービスを提供する技術者の作業指図書の設定のために転送します。こ
の例が示すように、サービス提供サイクルを大幅に縮めると、顧客サービスの格付
けが向上するという利点も得られます。なぜなら、クライアントは、サービスを利
用する際に、長時間待たなくても済むからです。

v ソリューション・アーキテクチャー

v ソリューション・インプリメンテーション・ガイド
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特記事項および商標

特記事項
本書に記載の製品、サービス、または機能が日本においては提供されていない場合
があります。日本で利用可能な製品、サービス、および機能については、日本 IBM

の営業担当員にお尋ねください。本書で IBM 製品、プログラム、またはサービス
に言及していても、その IBM 製品、プログラム、またはサービスのみが使用可能
であることを意味するものではありません。これらに代えて、IBM の知的所有権を
侵害することのない、機能的に同等の製品、プログラム、またはサービスを使用す
ることができます。ただし、IBM 以外の製品とプログラムの操作またはサービスの
評価および検証は、お客様の責任で行っていただきます。

IBM は、本書に記載されている内容に関して特許権 (特許出願中のものを含む) を
保有している場合があります。本書の提供は、お客様にこれらの特許権について実
施権を許諾することを意味するものではありません。実施権についてのお問い合わ
せは、書面にて下記宛先にお送りください。

〒106-0032

東京都港区六本木 3-2-31

IBM World Trade Asia Corporation

Licensing

以下の保証は、国または地域の法律に沿わない場合は、適用されません。

IBM およびその直接または間接の子会社は、本書を特定物として現存するままの状
態で提供し、商品性の保証、特定目的適合性の保証および法律上の瑕疵担保責任を
含むすべての明示もしくは黙示の保証責任を負わないものとします。国または地域
によっては、法律の強行規定により、保証責任の制限が禁じられる場合、強行規定
の制限を受けるものとします。

この情報には、技術的に不適切な記述や誤植を含む場合があります。本書は定期的
に見直され、必要な変更は本書の次版に組み込まれます。IBM は予告なしに、随
時、この文書に記載されている製品またはプログラムに対して、改良または変更を
行うことがあります。

本書において IBM 以外の Web サイトに言及している場合がありますが、便宜のた
め記載しただけであり、決してそれらの Web サイトを推奨するものではありませ
ん。それらの Web サイトにある資料は、この IBM 製品の資料の一部ではありませ
ん。それらの Web サイトは、お客様の責任でご使用ください。

IBM は、お客様が提供するいかなる情報も、お客様に対してなんら義務も負うこと
のない、自ら適切と信ずる方法で、使用もしくは配布することができるものとしま
す。
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本プログラムのライセンス保持者で、(i) 独自に作成したプログラムとその他のプロ
グラム（本プログラムを含む）との間での情報交換、および (ii) 交換された情報の
相互利用を可能にすることを目的として、本プログラムに関する情報を必要とする
方は、下記に連絡してください。

IBM Burlingame Laboratory Director
IBM Burlingame Laboratory
577 Airport Blvd., Suite 800
Burlingame, CA 94010
U.S.A

本プログラムに関する上記の情報は、適切な使用条件の下で使用することができま
すが、有償の場合もあります。

本書で説明されているライセンス・プログラムまたはその他のライセンス資料は、
IBM 所定のプログラム契約の契約条項、IBM プログラムのご使用条件、またはそれ
と同等の条項に基づいて、IBM より提供されます。

この文書に含まれるいかなるパフォーマンス・データも、管理環境下で決定された
ものです。そのため、他の操作環境で得られた結果は、異なる可能性があります。
一部の測定が、開発レベルのシステムで行われた可能性がありますが、その測定値
が、一般に利用可能なシステムのものと同じである保証はありません。さらに、一
部の測定値が、推定値である可能性があります。実際の結果は、異なる可能性があ
ります。お客様は、お客様の特定の環境に適したデータを確かめる必要がありま
す。

IBM 以外の製品に関する情報は、その製品の供給者、出版物、もしくはその他の公
に利用可能なソースから入手したものです。IBM は、それらの製品のテストは行っ
ておりません。したがって、他社製品に関する実行性、互換性、またはその他の要
求については確証できません。IBM 以外の製品の性能に関する質問は、それらの製
品の供給者にお願いします。

本書には、日常の業務処理で用いられるデータや報告書の例が含まれています。よ
り具体性を与えるために、それらの例には、個人、企業、ブランド、あるいは製品
などの名前が含まれている場合があります。これらの名称はすべて架空のものであ
り、名称や住所が類似する企業が実在しているとしても、それは偶然にすぎませ
ん。

IBM の将来の方向または意向に関する記述については、予告なしに変更または撤回
される場合があり、単に目標を示しているものです。

著作権使用許諾
本書には、様々なオペレーティング・プラットフォームでのプログラミング手法を
例示するサンプル・アプリケーション・プログラムがソース言語で掲載されていま
す。お客様は、サンプル・プログラムが書かれているオペレーティング・プラット
フォームのアプリケーション・プログラミング・インターフェースに準拠したアプ
リケーション・プログラムの開発、使用、販売、配布を目的として、いかなる形式
においても、IBM に対価を支払うことなくこれを複製し、改変し、配布することが
できます。このサンプル・プログラムは、あらゆる条件下における完全なテストを
経ていません。従って IBM は、これらのサンプル・プログラムについて信頼性、
利便性もしくは機能性があることをほのめかしたり、保証することはできません。

18 ソリューション概説



プログラミング・インターフェース情報
プログラミング・インターフェース情報は、プログラムを使用してアプリケーショ
ン・ソフトウェアを作成する際に役立ちます。

一般使用プログラミング・インターフェースにより、お客様はこのプログラム・ツ
ール・サービスを含むアプリケーション・ソフトウェアを書くことができます。

ただし、この情報には、診断、修正、および調整情報が含まれている場合がありま
す。診断、修正、調整情報は、お客様のアプリケーション・ソフトウェアのデバッ
グ支援のために提供されています。

警告: 診断、修正、調整情報は、変更される場合がありますので、プログラミン
グ・インターフェースとしては使用しないでください。

商標
以下は、IBM Corporation の商標です。

IBM

IBM ロゴ
AIX

AS/400e

CrossWorlds

DB2

DB2 Universal Database

iSeries

Lotus

Lotus Notes

MQIntegrator

MQSeries

OS/400

Tivoli

WebSphere

Microsoft、Windows、Windows NT および Windows ロゴは、Microsoft Corporation

の米国およびその他の国における商標です。

MMX、Pentium、および ProShare は、Intel Corporation の米国およびその他の国に
おける商標です。

Java およびすべての Java 関連の商標およびロゴは、Sun Microsystems, Inc. の米国
およびその他の国における商標または登録商標です。

他の会社名、製品名およびサービス名等はそれぞれ各社の商標です。

IBM WebSphere InterChange Server バージョン 4.2.2

IBM WebSphere Business Integration Toolset バージョン 4.2.2

IBM WebSphere Business Integration Adapters バージョン 2.4
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